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事務局：独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
研究評価部 

 
注＊：実施者の一部と同一大学の所属であるが、部署が異なるため（実施者：

北海道大学 大学院工学研究科 材料科学専攻）、「NEDO 技術委員・技術評価

委員規程(平成 21 年７月１５日改正）」第３４条（評価における利害関係者の排

除）により、利害関係はないとする。 
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プロジェクト概要 
最終更新日 平成２１年７月１７日 

プログラム 

（又は施策）名 
エネルギーイノベーションプログラム 

プロジェクト名 水素貯蔵材料先端基盤研究事業 プロジェクト番号 Ｐ０７００２ 

担当推進部/担当

者 

燃料電池・水素技術開発部 担当者氏名：青塚聡、山本祐義（Ｈ２１年６月現在） 

燃料電池・水素技術開発部 担当者氏名：青塚聡、山本祐義（H20 年 4 月～） 

燃料電池・水素技術開発部 担当者氏名：玉生良孝、青塚聡（H20 年 1 月～H20 年 3 月） 

燃料電池・水素技術開発部 担当者氏名：玉生良孝、山下隆志（H19 年 6 月～H19 年 12 月） 

０．事業の概要 

 燃料電池自動車の実用化に向けて重要となる水素貯蔵材料の開発のために、各種実験的検証と計

算科学的検証を多角的・融合的に実施することにより、水素貯蔵の基本原理の解明、さらには水素

貯蔵能力の革新的向上に必要な条件を明らかにして、開発指針を産業界へ提供することを目指す。

 

Ⅰ．事業の位置付

け・必要性に

ついて 

 本事業は、新エネルギー技術の開発等によってエネルギー供給の安定化・効率化、地球温暖化問

題（ＣＯ２）等地球環境問題の解決、新規産業・雇用の創出、水素エネルギー社会の実現等を図るこ

とを目的とする「エネルギーイノベーションプログラム」の一環として実施する。 

 現在、燃料電池自動車に大量の水素をより安全・簡便・効率的かつ低コストに輸送・貯蔵するた

めの技術として「水素貯蔵材料（水素を吸蔵することが可能な合金等）」が注目を浴びているが、実

用化・普及のためには水素吸蔵能力の大幅な性能向上が必要とされている。 

 このような情勢を踏まえ、本事業では各種実験的検証と計算科学的検証を多角的・融合的に実施

することにより、水素貯蔵の基本原理の解明、さらには水素貯蔵能力の革新的向上に必要な条件を

明らかにして、開発指針を産業界へ提供することを目指す。 

 そして、本事業により得られた成果を水素貯蔵材料の開発指針として産業界に提供することによ

り、水素社会の真の実現に必要な基盤技術の確立を促進すること及び将来の燃料電池自動車の実用

化・普及を図ることが期待できることから、本事業の必要性は高い。 

 

Ⅱ．研究開発マネジメントについて 

 

 

事業の目標 
 水素貯蔵材料の構造解析、貯蔵機構の原理解明等を実施して、高圧水素貯蔵方式よりコンパクト

で効率的な水素貯蔵材料の開発指針を提供する。 

事業の計画内容 

主な実施事項 H19fy H20fy H21fy H22fy H23fy  

金属系材料の基

礎研究 
      

非金属材料の基

礎研究 

 
     

水素と金属の相

互作用の研究       

計算科学的研究       

中性子基盤研究       

成果のまとめ  

 

開発予算 

（単位：百万円） 

（委託） 

会計・勘定 H19fy H20fy H21fy H22fy H23fy 総額 

一般会計 0 0 0   

特別会計（需給） 
757 908 1,000   2,664

加速予算 
0 210 269   479

総予算額 
757 1,118 1,269   3,144

結晶構造等解析手法開発 ▽金属系評価手法確立 

材料評価による指針▽ 

ﾅﾉ構造材料解析手法開発 ▽非金属系評価手法確立 

材料評価による指針▽ 

装置導入・手法開発 ▽SP8 活用評価手法確立 

計算手法開発・動力学解明 
算科学的手法確立▽ 計

高濃度化水素化物指針▽ 典型金属・合金水素化物評価
水素貯蔵材料評価 

中性子散乱装置の開発・製作
性子散乱法確立▽ 

▽中性子散乱装置の立上げ 
中

中性子散乱による実材料計測 

▽中間評価 
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開発体制 

経産省担当原課 
資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部 

新エネルギー対策課・燃料電池推進室 

プロジェクト 

リーダー 

秋葉悦男 

（独立行政法人産業技術総合研究所 ｴﾈﾙｷﾞｰ技術研究部門 副研究部門長） 

委託先 

(独)産業技術総合研究所エネルギー技術研究部門－（再委託先：米国ロスアラ

モス国立研究所）、広島大学先進機能物質研究センター、北海道大学、上智大

学、(独)日本原子力研究開発機構、兵庫県立大学、神戸大学、大阪大学、岐阜

大学、広島大学理学研究科、(財)高輝度光科学研究センター、東北大学大学院

工学研究科、産業技術総合研究所計算科学研究部門、(独)物質・材料研究機構、

東北大学金属材料研究所、高エネルギー加速器研究機構－（再委託先：(独)日

本原子力研究開発機構、京都大学、山形大学、福岡大学、九州大学、新潟大学）

情勢変化への対

応 

平成 21 年 7月に、高エネルギー加速器研究機構（中性子グループ）の共同実施先として、ロスアラ

モス国立研究所を追加。これは、両者が既に包括的に結んでいる覚書（ＭＯＵ）に基づくものであ

り、それぞれのノウハウや研究手法の有効活用を通して、中性子散乱法による水素貯蔵材料の構造・

状態解析を高度化することが目的。 

  
評価に関する事

項 

事前評価 １８年度実施      担当部 燃料電池・水素技術開発部 

中間評価 ２１年度実施      担当部 研究評価広報部 

Ⅲ．研究開発成果

について 

【事業全体の研究開発目標と成果】中間目標は、「水素貯蔵材料の構造解析、貯蔵原理の基礎解明等

を進め、水素貯蔵材料の開発指針作成の方向性を定める」ことであり、以下のとおり達成した。 

 事業成果として、まず、高圧水素下などにおける様々な In-situ 解析方法や計算科学的手法を新

規に構築し、水素貯蔵材料の各種構造物性や反応機構を解明するための研究基盤を高度化した。そ

して、それらの研究基盤を活用して、世界初の Al 水素化物直接反応とその場構造測定の成果や、新

規水素貯蔵材料を提案するための計算科学の進展、構造物性に極めて汎用性の高い中性子全散乱装

置の完成を初めとして、意義ある成果を創出し、プロジェクト後半に向けて順調に進捗している。

【個別テーマ毎の研究開発目標と成果】 

 金属系材料グループでは、金属系水素貯蔵材料の構造解析に必要な実験・解析技術の高度化を進

めている。中でも、水素圧力下における In-situ PCT-X 線回折同時測定装置、In-situ 陽電子消

滅法等は世界で初めて構築された研究設備であり、その活用を通して反応特性の理解および機構解

明への手がかりをつかむところまで来ている。 

 非金属系材料グループでは、主に、Mg 系ナノ複合水素貯蔵材料等について、その場分析法の構築

と活用を通して、軽元素と触媒のナノ複合化による「可逆性吸熱水素貯蔵システムの可能性」を見

極めることが重要との方向性を見出し、プロジェクトの後半に向けて、その場 TEM 観察や電解水素

チャージ法などを活用して研究の展開を図る。 

 材料物性グループでは、主に、希土類金属や鉄などの遷移金属、Al 等の軽元素の高圧下における

水素化反応過程を、SPring-8 の放射光等を利用して高濃度水素化物における水素と材料の相互作用

を追究し、中でも Al 水素化物の直接反応と吸放出サイクルを観測したことは世界初の研究成果とし

て、先端的な研究を展開中である。 

 計算科学グループでは、ＰＣＴ曲線の平衡計算による予測（吸放出温度）、格子欠陥や表面を考慮

した水素吸蔵挙動解析（耐久性）、材料中の水素拡散挙動の解析（吸放出速度）、実用性（温度特性、

圧力特性）を考慮した新規材料探索などを展開し、これらの成果は独自に開発された計算コードに

基づいているもので、他に例を見ない内容である。 

 中性子グループでは、水素貯蔵材料の構造解析等に活用される中性子全散乱装置を開発し、水素

貯蔵材料の構造物性研究に向けて供用が開始された。J-PARC の世界最高強度の中性子源により、水

素雰囲気中の実験も含めて、結晶質・非晶質の材料中における水素の位置情報・状態解析を通して

構造解析手法がさらに高度化される。 

 プロジェクト全体としては、今後、これまでに構築されてきた高度な実験・解析技術を、研究対

象の材料の特徴に応じて相互補完的に活用することによって、従来にない水素貯蔵材料開発の指針

が得られることが期待される。 

投稿論文 「査読付き」５１件、「その他」８件 

特  許 「出願済」３件 （国内） 

その他の外部発表 

（プレス発表等） 
プレス発表：４件、受賞：７件 

Ⅳ．実用化、事業

化の見通しに

ついて 

 水素貯蔵材料の先端的な基盤研究の成果を実用化に結びつける道筋として、産業界に対して材料

開発指針を提供する。H21 年度には、世界最高性能を誇る中性子全散乱装置による物質の構造・状

態解析の研究基盤や、放射光による高圧・高温など極限環境下における材料研究基盤を初めとする、

水素貯蔵材料の研究開発に必要かつ有効な、様々な実験環境・計算科学的基盤が整い、それらを活

用して産業界等との連携を図る。本事業により構築された研究基盤の活用を通して、高圧水素中に

おける貯蔵材料の実用特性改善に繋がる基礎研究的知見が提供され、車載用水素貯蔵システム技術

開発が加速されることが期待される。 
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Ⅴ．基本計画に関

する事項 

 

作成時期 平成１９年３月 制定 

変更履歴 

平成２０年７月 改訂 

 （イノベーションプログラム基本計画の制定により、｢（1）研究開発の目的｣の記載

を改訂） 

平成２１年３月 改訂 

（中間目標、最終目標の詳細化、研究開発項目の分類変更等による改訂） 
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技術分野全体での位置づけ 
（分科会資料６より抜粋） 
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「水素貯蔵材料先端基盤研究事業」 

全体の研究開発実施体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経済産業省(METI) 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)

 

中性子Ｇ
高エネルギー加速器
研究機構[J-PARC]

中性子全散乱装置建設
水素貯蔵合金構造解析

金属系材料Ｇ
産業技術総合研究所
結晶構造・局所構造解析
欠陥構造・ナノ構造解析
水素の存在状態解析

・粉末Ｘ線・中性子回折
・陽電子消滅
・TEM
・固体NMR

非金属系材料Ｇ
広島大学

ナノ複合化技術
in-situ分析技術
第一原理計算

北海道大学
構造解析：TEM

上智大学
電解水素チャージ

計算科学Ｇ
産業技術総合研究所

第一原理計算
分子動力学計算

物質・材料研究機構
水素誘起アモルファス化

東北大学
ミクロ孔金属錯体物質
クラスレートハイドレート

材料物性Ｇ
【各種分析基盤技術構築】

原子力研究開発機構
（播磨）[SPring-8]

・放射光Ｘ線/中性子回折
・放射光光電子分光/吸収分光
・メスバウアー分光

（東海）[JRR-3,J-PARC]
・中性子回折

兵庫県立大学
・X線吸収分光
・光電子分光

神戸大学
・反跳弾性/ﾗｻﾞﾌｫｰﾄﾞ後方散乱

大阪大学
・極限環境下電気伝導度
・LEED-STM

広島大学
・X線吸収分光/XMCD

岐阜大学
・高圧下ラマン散乱/光吸収

高輝度光科学研究ｾﾝﾀｰ
[SPring-8]
・多重極限Ｘ線回折/精密構造解析

東北大学
・In-situＮＭＲ

ロスアラモス国立研究所
[LANL]
構造解析手法構築
・中性子全散乱装置

金属系材料構造設計
・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ技術

再委託

共同実施

委託 推進助言委員会

サブリーダー
中村優美子 （産総研）

サブリーダー
小島由継 （広島大）

サブリーダー
町田晃彦 （原研）

サブリーダー
小川浩 （産総研）

サブリーダー
大友季哉（高エネ研）

プロジェクトリーダー 秋葉悦男 （産総研 エネルギー技術研究部門 副研究部門長）

再委託
原子力研究開発機構
（東海）[J-PARC]
中性子全散乱装置
建設,結晶構造解析
酸化物ガラス（構造解析）

京都大学
装置設計,非晶質・水素

吸蔵合金構造解析
山形大学
水素系複雑構造物質
構造解析

福岡大学
水素系複雑構造物質
構造ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

九州大学
金属系複雑構造物質
構造ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

新潟大学
複雑系融体物質
構造解析



 

「水素貯蔵材料先端基盤研究事業」（中間評価） 

評価概要（案） 

 
１．総論 
１）総合評価 
燃料電池自動車をはじめとする運輸関係の燃料多様化を実現するためには、

水素利用の道を切り開くことは重要である。とりわけ、安全・簡便・効率的か

つ低コストの水素貯蔵材料技術の確立が強く望まれている。本事業は、そのた

めの基盤科学技術を扱っており、世界的に見ても同等なプロジェクトはほとん

どなく、その存在意義は大きい。特に、本事業で立ち上げている中性子実験装

置（NOVA）は世界的な新規装置であり、今後この装置による水素貯蔵材料の優

れた研究成果が期待される。本事業のように民間企業では実施できない大規模

で高度な開発は、国や NEDO の関与が必須である。個々のグループでは、それ

ぞれ世界的にも注目される成果を出しつつあり、高く評価できる。また、水素

貯蔵容器への適用を想定した新規物質の可能性に関する研究は、世界的に見て

もトップクラスのものである。さらに、これらの物質の水素貯蔵特性を評価す

るために開発された種々の評価法や技術も世界をリードするものである。しか

しながら、グループ間の連携によって得られた成果が現時点では見えにくい。

計算科学グループと実験グループとの連携という意味では、必ずしも効果を上

げているとは言い難い。研究グループ間のより密接な連携が課題である。 
 
２）今後に対する提言 
本研究は先端基盤研究ではあるものの、エネルギー・環境問題の重要さを考

えると、さらに加速すべきである。本事業で研究された種々の新規水素貯蔵材

料について、実用化に際しての指針や問題点等の具体的な利用法を産業界に明

確に示すことが好ましい。水素貯蔵材料の開発指針を早期に提示し、この分野

の実用研究の加速化を図ってほしい。また、中間評価の現段階では、まだ５つ

のサブグループの相関、シナジー効果などが若干弱い。研究テーマ間の連携に

より水素貯蔵メカニズムの解明を進めることにより、ブレークスルーが期待で

きるため、最終段階に向けてお互いの協調体制をさらに強めて進めてほしい。

さらに、NEDO の他の水素関連事業を含む国内の水素関連事業の研究者間との

連携が望まれる。このほか、基本特許を申請できる可能性もあるため、知財の

取得についても積極的に取り組んでほしい。今後は、日本の国際競争力の強化

のための研究現場での人材育成の強化が必要である。本プロジェクトの実施を
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通して、水素貯蔵材料分野の人材育成が促進されることを期待したい。 
 
２．各論 
１）事業の位置付け・必要性について 
高性能な水素貯蔵材料の開発は水素エネルギーシステムの実現・普及を図る

上で極めて重要な位置を占めている。本事業は、エネルギーイノベーションプ

ログラムの下で、運輸部門の燃料多様化に資する研究であるのみならず、わが

国が水素エネルギー開発において最先端の位置をキープするとともに、環境に

やさしい水素社会を実現するために必要な研究であり、事業の目的は妥当で公

益性は十分に認められる。中性子線を用いた解析技術の構築等を含む本事業は

民間活動のみでは実施が困難であり、この分野の国際貢献にも繋がる研究にな

ることが期待されるため、NEDO の関与は妥当である。さらに、本事業の成果

は長期的にエネルギーイノベーションにプラスに作用することが期待できる。

また、エネルギーや環境問題において国際的な枠組みが変わろうとしている現

在、わが国が国際的な競争で優位に立つという意味で本事業を行う意味は大き

い。今後は、NEDO の他の水素関連事業を含む国内の水素関連事業の研究者間

との連携が望まれる。 
 
２）研究開発マネジメントについて 
水素貯蔵材料の構造解析、貯蔵原理の基礎解明を行い、水素貯蔵材料の開発

指針を求めることは、妥当な研究目標であり、燃料電池車及び水素貯蔵材料の

ロードマップを基に設定された開発目標の達成時期と内容は、妥当である。プ

ロジェクトリーダーの下で大規模な解析設備を用いて高い専門性を有した研究

者が事業を推進し、その成果を研究テーマ間や民間企業で共有、連携するとい

う姿は、NEDO のマネジメントが効果的に発揮されている結果と評価される。

また、サブリーダーに若手・中堅を起用するなど、人材育成の面にも配慮した

体制になっている。しかしながら、基礎研究成果から水素貯蔵材料の開発指針

を求める最終目標の間には、依然、ギャップがあるように思える。現在行われ

ている５つのグループの成果をまとめるだけでは、この目標を達成することは

必ずしも容易ではないかもしれない。プロジェクト全体としての総括的な成果

を挙げるために個々の研究グループが果たすべき役割や、ある研究グループを

他のグループがどのようにサポートするのかが見えにくい。計算科学グループ

を含めた研究グループ間のより密接な連携が必要である。また、事業の成果を

具体的な形で産業界に提示するという点が不透明であるので、これを実現する

ような方法や体制を検討してほしい。 
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３）研究開発成果について 
本事業は概ね計画通りに進んでおり、それぞれの研究グループが、かなりハ

ードルの高い目標に対してほぼ目標を達成している。水素貯蔵材料としての新

規な物質の提案、高度な材料作製装置や評価装置の開発という点に関して世界

最高水準にあることは明らかである。成果の普及も公平に広く行われている。 

ただし、研究グループ間の連携を通して得られた成果が見えにくいのが残念

である。まだ中間点ではあるが、計算科学グループと実験グループとの連携と

いう意味では効果を上げているとは言いにくい。また、新規水素貯蔵材料の開

発指針に関して、産業界へどの程度具体的な指針を示すことができるか現時点

では明確ではない。本事業で研究された種々の物質について、実用化に際して

の指針や問題点等の具体的な利用法を示すことが好ましい。水素貯蔵能力５～

６質量％以上を実現する道筋がやや見えにくい。さらに、基本特許を申請でき

る可能性もあるため、知財の取得も積極的に行うべきである。中性子グループ

以外では、挑戦的なテーマがあまり扱われていないようにも思える。また、水

素貯蔵材料の実用化を考えた場合、反応触媒が必ず問題になる。触媒研究がこ

の事業であまり取り扱われていないのは気になる。 
 
４）実用化の見通しについて 
基礎的研究であるというプロジェクトの性格上、出口イメージやマイルスト

ーンを明確にしづらいものであるが、水素貯蔵材料の開発指針を提供するとい

う最終目標と実用化への出口イメージは明確であり、それが達成できれば産業

界における水素貯蔵材料の実用化が進み、本プロジェクトの成果の将来的波及

効果が期待できる。 

また、研究に参画している実施者にも若手の研究者が多く含まれ、研究グル

ープのリーダーに若手や中堅を配するなど、将来の水素貯蔵材料の研究開発や

マネジメントに携わる人材の育成にも配慮しており、人材育成にも波及効果が

大きいと考えられる。今回の中間評価では水素貯蔵材料の開発指針については、

その取りまとめの方向性が示されたが、今後、産業界でこれらの材料の実用化

を加速するためには、産業界のニーズとマッチすべく、企業の開発技術者との

かなり突っ込んだ議論が必要となる。プロジェクトの実施を通して、水素貯蔵

材料分野の人材育成が促進されることを期待したい。 



 

個別テーマに関する評価 

 成果に関する評価 実用化の見通しに関する評価 今後に対する提言 
金属系水素貯蔵

材料の基礎研究 
金属系水素貯蔵材料の構造解

析技術の高度化、特にその場観察

（in-situ ）法の確立に向けての

努力を評価する。今後、３装置を

使って産業界と連携する計画も

良い。また、水素吸蔵特性の理解

と反応機構の解明に向けての実

験結果も興味深く、今後の研究の

進展が期待できる。特に、その場

測定法による水素吸蔵状態およ

び構造変化の解析を高度化した

ことは世界的にも注目される重

要な成果であり、世界の他のグル

ープの追随を許さない最先端の

研究を行っていると評価できる。

個々の研究成果がいかにより

よい水素貯蔵材料の開発へ結び

ついていくのかという点が見え

てこない。水素貯蔵材料の構造解

析によりそのバルクおよび局所

構造を明らかにした後、どのよう

に水素貯蔵量の飛躍的な拡大を

実現するのか、そのプロセスがま

だ明確ではない。 
 

 

「構造と水素貯蔵特性に関す

る仮説とその検証」は古くからの

課題であり、今後どのような切り

口からこれを扱おうとするのか、

明確にした上で研究されること

を望む。 
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非金属系水素貯

蔵材料の基礎研

究 

ナノ複合水素貯蔵材料という

概念で Mg 系新材料を開発し、室

温水素吸蔵量５ｗｔ％を実現し

た材料における反応速度解析か

ら律速段階を明らかにした成果、

また同じく室温水素放出量５ｗ

ｔ％を実現した LiH-NH3 システ

ムを作製し、分子動力学シミュレ

ーションで活性表面を解明した

成果などは、高く評価される。複

合水素化物に関する成果では、混

合ガスの分圧制御による熱力学

的な平衡温度の制御の可能性な

ど、独創性の高いアプローチが含

まれている。その場観察手法の開

発などでも、今後の水素貯蔵・放

出の動的特性の測定に貢献し得

る、注目すべき成果を挙げてい

る。軽元素系水素化物を触媒とナ

ノレベルで複合化することによ

り、新規な水素貯蔵材料を得よう

という着想は非常に優れている。

個々の新規物質に関する成果

は世界の研究をリードする優れ

た研究であるが、これらが実用材

料になりうるかどうかを判断す

るのは難しい。 

研究実施者間の連携が不足し

ているように思えるので、研究協

力体制を立て直してほしい。非金

属系水素貯蔵材料の分野には、他

の NEDO 事業のみならず我が国

には多くの研究者がいるので、最

終目標である開発指針を得るた

めには、適宜、それらの研究者を

含めて議論することが必要であ

ろう。 
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水素と材料の相

互作用の実験的

解明 

このグループの研究は必須で

あり、水素貯蔵材料の物性を明ら

かにして、その開発指針を導出さ

れることを期待している。 
 また、AlH3 結晶成長過程のそ

の場観察での自己微細化は、今後

の吸蔵メカニズム解明にとって

興味深い。 

高圧下における水素化反応を

直接観察できる高圧 X 線回折シ

ステムを開発して、直接反応によ

る AlH3 合成を実現した成果が特

に高く評価出来る。合成したその

場で解析可能であるため、今後多

くの供試材を評価する中から、有

望な材料を見つける可能性を秘

めている。 

AlH3 系の材料がより低温・低

圧力で可逆的に水素を吸放出で

きるようにするのが課題である

と考えられるが、今のところ具体

的な問題解決の道筋が示されて

いない。この材料の水素吸蔵材料

としてのポテンシャルを明らか

にしてほしい。 
 参画している委託先が多すぎ

て、全体としてのまとまりがな

い。研究課題についても、希土類

金属および遷移金属の水素化物

の現在の成果を見る限り、実験結

果の背後にある新しい物理が見

えてこない。高性能水素貯蔵材料

の開発に向けて、どのような物性

指針を得ようとするのか、グルー

プ内で十分議論をして、研究を進

めてほしい。 
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計算科学による

水素貯蔵材料の

基盤研究 

 これまでの成果は、水素貯蔵材

料の開発指針を得るという視点

からすれば、どれも不十分であ

る。既存の材料の計算をしたから

と言って、新規材料を探索したこ

とにはならない。現時点では、実

験グループとの連携あるいは、実

験グループへのフィードバック

がまだ十分とは言い難いように

思われる。 

計算科学は他の４テーマの研

究の基盤であり、他テーマの研究

成果をフィードバックすること

で、更に計算科学の精度向上が期

待でき、水素貯蔵材料のメカニズ

ムの解明と開発指針を得るうえ

で重要な研究である。それだけ

に、３つの委託先が別々ではな

く、協力・連携して成果を出され

ることを切に期待している。これ

までの検討による構造安定性や

水素貯蔵メカニズムなどに関す

る知見は、水素貯蔵材料の研究開

発に貢献できる可能性が高いと

考えられる。 

 グループ内および他の実験グ

ループとの緊密な連携のもとに

計算を行い、計算結果の背後にあ

る物理を考えて最終目標を達成

してほしい。水素貯蔵材料の耐久

性に関する重要課題である水素

ガス中の不純物による被毒の影

響についての検討も必要である。

また、「水素貯蔵シミュレーター」

を最終成果とするのではなくプ

ロトタイプを速やかに公開し、ユ

ーザーが持ち込んだ材料提案を

計算科学で評価できる体制を築

くべきである。 
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中性子実験装置

による水素貯蔵

材料に関する共

通基盤研究 

 中性子グループの研究は、これ

までは専ら実験装置の開発と設

置が中心であったが、予備測定結

果を見る限り、今後の素晴らしい

展開が期待できるものであり、大

変評価できる。他のグループと連

携を強め、新しい構造解析を行

い、この分野を活性化することに

貢献されることを期待している。

本技術は、吸蔵材開発だけでな

く、水素脆化のメカニズム解明等

幅広い応用分野が考えられる。 

 世界トップレベルの性能を有

する中性子実験装置の建設は、日

本の水素貯蔵材料の研究開発だ

けでなく、世界の水素貯蔵材料の

研究に寄与するところ大であり、

更なる整備の加速が望まれる。 

 この装置で得られたデータを

広く公表することにより、この装

置の大いなる可能性を世の中に

アピールしていくことが望まれ、

ひいてはそれが新材料開発の加

速につながると期待される。この

グループの研究は、この事業のも

っとも重要な中核の研究となる

ことが期待される。装置のメイン

テナンス費用もかかるため、この

グループの研究予算の充分なる

確保が必要である。 



 

評点結果〔プロジェクト全体〕 

2.1 

2.7 

2.4 

3.0 

0.0 1.0 2.0 3.0 

 
評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 3.0 A A A A A A A
２．研究開発マネジメントについて 2.4 B A A A B B B
３．研究開発成果について 2.7 B A A A A A B
４．実用化の見通しについて 2.1 B A B B B B B
（注）A=3，B=2，C=1，D=0 として事務局が数値に換算し、平均値を算出。 

 
〈判定基準〉 
１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 
・非常に重要          →A
・重要             →B
・概ね妥当           →C
・妥当性がない、又は失われた  →D

・非常によい         →A
・よい            →B
・概ね妥当          →C
・妥当とはいえない      →D

２．研究開発マネジメントについて ４．実用化の見通しについて 
・非常によい          →A
・よい             →B
・概ね適切           →C
・適切とはいえない       →D

・明確            →A
・妥当            →B
・概ね妥当であるが、課題あり →C
・見通しが不明        →D

平均値 
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評点結果〔個別テーマ〕 

［１］ 金属系水素貯蔵材料の基礎研究 

2.0 

2.7 

0.0 1.0 2.0 3.0 

 平均値 
 

［２］ 非金属系水素貯蔵材料の基礎研究 

2.1 

2.6 

0.0 1.0 2.0 3.0 

 
平均値 

 

［３］ 水素と材料の相互作用の実験的解明 

1.9 

2.6 

0.0 1.0 2.0 3.0 

 
平均値 
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［４］ 計算科学による水素貯蔵材料の基盤研究 
 

1.4 

2.1 

0.0 1.0 2.0 3.0 

 
平均値 

 

［５］ 中性子実験装置による水素貯蔵材料に関する共通基盤研究 

2.3 

2.6 

0.0 1.0 2.0 3.0 

 平均値 
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個別テーマ名と評価項目 平均値 素点（注） 
［１］ 金属系水素貯蔵材料の基礎研究 
 １．研究開発成果について 2.7 B A A B A A A
 ２．実用化の見通しについて 2.0 B A B B B C B
［２］非金属系水素貯蔵材料の基礎研究 
 １．研究開発成果 2.6 B B A A A A B
 ２．実用化の見通し 2.1 B B B A B B B
［３］水素と材料の相互作用の実験的解明 
 １．研究開発成果 2.6 A A B A A B B
 ２．実用化の見通し 1.9 B A C A B C C
［４］計算科学による水素貯蔵材料の基盤研究 
 １．研究開発成果 2.1 C B B A B A B
 ２．実用化の見通し 1.4 B B C A D C C
［５］中性子実験装置による水素貯蔵材料に関する共通基盤研究 
 １．研究開発成果 2.6 B A A B A B A
 ２．実用化の見通し 2.3 A A B B C B A

（注）A=3，B=2，C=1，D=0 として事務局が数値に換算し、平均値を算出。 
 
〈判定基準〉 
１．研究開発成果について ２．実用化の見通しについて 
・非常によい          →A
・よい             →B
・概ね適切           →C
・適切とはいえない       →D

・明確            →A
・妥当            →B
・概ね妥当であるが、課題あり →C
・見通しが不明        →D

 


